

















































































































けて歩み始めた時点で次の話 をす るのは早すぎるか もしれないが、大学図
書館 として、生涯教育の時代に眼を向けるべきは、類縁機 関との連携であ
ろ う。 これは勿論、大学図書館のみが企画 して成立するものではない。 し
か し、生涯教育 とい う観点か ら見ても、地域の人々が必要 としている様々
な情報を提供す るためには、あ らゆる機関の情報 を提供す るこ とが望ま
しい。その例のひ とつと して、アメ リカのイ リノイ州 のシステムを見てみ
たい。
イ リノイ図書館 システム(lllinoisLibrarySystems以 下 システ ムと略






で、イ リノイ州議会が認 めた助成金に より運営 され てい る。
システムは1,076の 図書館のために、計3,450万 に及ぶ資料源 を共有す
るコンピュー タ目録 を維持 し、年平均1,300万 以上の資料を利用者に提供
している。 システムの会員が共有す る資料源は300万 点以上あ り、いかに
多 くの情報 を住民に提供できる基盤 を有 しているかが分かる。加 えて継続
教育 と訓練のための企画 と実施 に力 を注ぎ、21,000人 の参加者に1,609件
のイベ ン トを実施 してきた実績 を持つ。システムの専門スタッフは地域の
図書館員や 自治体の役人に対 して、テ レコミュニケーシ ョンや図書館サー
ビスの拡張、管理、インターネ ット・アクセス、マーケテ ィング技術資源
共有、ユニ ヴァーサル ・サー ビス ・ディスカウン ト(E-rate)等 の話題 に
関 して助言 し継続教 育に貢献 している。
他方、イ リノイ州の住民のためにはイ リノイ州のすべての会員図書館 に
対 して資料源への情報アクセスが可能 となるよ う支援 し、またイ リノイ州
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の564の 図書館お よびイ リノイ州の320万 の住民に対 してオ ンライ ンの
利用者用 目録 を維持 し、情報提供に努めている。すなわち、地域の図書館
に リンク してい るテレコミュニケーシ ョン ・ネ ッ トワークを維持 し、分担
目録における情報へのダイアルアクセスやインターネ ット利用を支援 して
いるのである。システムの会員は毎年、相互貸借 により550万 以上の資源
を共有 し、加えて1,000以 上 の会員 図書館にイ ンターネ ッ トへのアクセス
を提供 している。なおシステムはイ リノイ州の住民へのサー ビスを改善す
る協同図書館サー ビスを支援す ることによ り、税金 の節約にも貢献 してい
ると言われている。
さらに地域 の図書館 システ ムとの関わ りで、イ リノイ図書館 システム
中の12の システムの 中のひ とつ である北部郊外図書館 システム(North
SuburbanLibrarySystem)に つ いて紹介 しよう。
北部郊外図書館システム(以 下NSLSと 略す)
NSLSは イ リノイ州 の北東 部にあ るクック、ケイ ン、レイクおよびマ ッ
ケンリー郡内650の 会員図書館か らなるコンソーシアムで、多種多様な会
員図書館 が協力す ることで、豊富な情報量による質の高いサー ビスを住民
に提供す ることを目的 としてい る。.財政 はイ リノイ州議会が毎年拠 出する
補助金等に より運営されてい る。
会員 図書館は、ノースウエ スタ ン大学 をは じめとする学術図書館 が23
館、医学あるいは看護 ・病院 関係、美術館、政府広報センター、宗教団体、
企業などの専門図書館 が90館 、公共図書館が49館 、学校図書館(小 ・中 ・
高等学校 を含む)は 、4つ の郡内の公立97館 、私立28館 である。
1996年11月4日 に出 され た声明によると、NSLSは 、






・NSLSは さらに成長す るために、変化を進んで受入れ、新 しいアイ
デ ィアを採用
上記の ような 目標 を掲げ、会員図書館ひいては住民へのサー ビス拡充に努
めてい る。
NSLSの 会員 図書館援助活動のひ とつ として挙げ られ る事業 の一つ は、
図書館員等のス タッフ継続教育プ ログラムである。会員図書館か ら毎年、
4,000人 以上のスタッフがNSLS主 催の現職教育のクラスに出席 し、 コン
ピュー タの訓練 を含 め、ほぼ300の ワー クシ ョップに参加 している。 この
訓練は図書館員の技能 を最新に保つ ことに大いに役立ち、その結果、図書
館員ば利用者に対 し、最新の知識 と技能を伴った、質の高いサー ビスを提
供 しているのである。
さらに大 きなプロジェク トとして、NorthStarNetの 提供がある。 これ
はイ ンターネ ッ ト上に地域情報に関す るホ「ムページを開き、住民に地域
情報を提供す るものである。コン ピュータとモデムを持つ人は誰でも地方
自治体のサー ビスや コミュニティ ・カ レッジの情報あるいは地域 の ビジネ
ス、コンサー トの情報 など地域に関わ る様々な情報を探す ことができる。
この地域情報提供プ ログラムでは、その情報は北部郊外地域全体はも と
よ りそれ以外の地域の情報も含んでい る。システムはネ ッ トワー クの管理
と維持 を受持ち、図書館 と地域社会の機関のためにスタッフの訓練の機会
を提供 している。 もし家庭に コンピュー タを持っていない として も住民は
NSLSに 属する殆 どの公共図書館でNorthStarNetを 利用で きるよ う、設
備が整っている。会員図書館の協力の もとに1995年 にNorthStarNetが 設
立 され、NSLSの1998-1999報 告によるとNorthStarNetホ ームページへ
の アクセス数は、99年 に飛躍的に伸びていることが分 かる。 これは強力




































10月4日 付け毎日新聞の報道によると、「政府 ・与党は3日 、2000年 度
補正予算案に盛 り込むIT(情 報技術)関 連の目玉」のひとつ として、「教
育 ・交通 ・医療などの公共サービスをインターネットで総合的に提供する
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モデル都市 『ITタ ウン』 を全国で10市 町村選び、… 『日本型IT社 会』 の
普及 を進 める」、とのことである。 これは公共施設 を高速回線インターネ ッ
トで結ぶ ものだが、イ リノイ州の例に見た ように、早晩、公共の機関だけ
ではなく、私立の機関を含 まざるを得 なくなるだろ う。そ ういった将来を
見据えてお く必要があるだろ一う。
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